


巻　頭　言

美しく健康で持続可能な口腔の維持
一般社団法人日本歯科審美学会  副理事長　酒井麻里

　2021年から副理事長の要職を担

わせて頂いておりますが、会務に携

わるようになった頃はすでに新型コ

ロナウイルス感染症流行の渦中でし

た。感染拡大防止のために、身体的

距離の確保、マスクの着用、3密（密

集、密接、密閉）の回避のなど、新し

い生活様式が提唱され、多くの人が

集まる学会の学術大会やセミナー等

は中止や延期、リモート開催を行う

など大きな変化がありました。幸いにも本学会では、2021年

の第32回学術大会（東京）開催に引き続き、2022年10月15、

16日には新海航一大会長のもと、対面での第33回学術大会（新

潟）を開催できました。

 世の中はウィズコロナ時代を迎え、口腔健康管理の大切さがよ

り重要視されるようになりました。近年の疫学調査でも

COVID-19に歯周病が関与する事が報告されています。「経済財

政運営と改革の基本方針2022（骨太の方針2022）」でも、経

済停滞を防ぎつつ感染防止を見据え、「感染防止政策としての口

腔健康管理」という政策提言が打ち出されました。全身の健康と

口腔の健康に関する科学的根拠の集積と国民への適切な情報提

供、生涯を通じた歯科検診（いわゆる国民皆歯科健診）の検討な

ど、歯科医療従事者としての役割はウィズコロナ時代においてさ

らに大きくなってきています。

　本学会では、歯科審美学を「顎口腔系における形態美・色彩

美・機能美の調和を図り、人々の幸福に貢献する歯科医療のた

めの教育および学習に関する学問体系である」と定義していま

す。「歯科審美」とは健康な口腔の上に成り立つものであり、

歯列矯正や歯周治療、歯冠補綴、修復などの治療から、口腔機

能を獲得し維持することにより、「美味しく食べ、楽しく会話

し、いつも笑顔」のある健康な口腔を実現し支えていくことで

あると考えます。この健康な口腔の維持が人々の幸福につなが

ることは言うまでもありません。本学会は「歯科審美」を入り

口とし、健康な口腔の維持の大切さを伝える機会を逃さないよ

う、国民へ口腔の健康管理等の予防対策も普及させたいと考え

ています。今後とも会員の皆様のご協力をいただけますようよ

ろしくお願い申し上げます。



























AAAD2021国際ショーケースコンペティション  若林理事受賞報告
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　田上直美

　2021年11月15～22日、日本歯科審美学会が組織加盟して

いるAsian Academy of Aesthetic Dentistry（AAAD）の第

16回学術大会がオンラインにて開催されました。日本歯科審美

学会からは大槻昌幸理事長が招待講演を、若林一道常任理事が国

際ショーケース講演をお務めくださいましたのは記憶に新しいと

ころです。

　国際ショーケース講演は、実はコンペティション形式となって

おり、大会開催後に主催者側にて厳正な審査が行われ、選考の結

果、若林理事のご講演が第2位に選ばれました。

　若林理事のご講演は、インプラントを用いた審美補綴を含むケ

ースシリーズで、繊細な症例に感銘を受けた先生も多いと思いま

す。若林理事が通常使用されている診療ユニットからの講演スタ

イルも斬新で、大変興味深く拝聴した次第です。

　表彰式は、2022年10月16日の夜、第33回日本歯科審美学

会学術大会終了後の新潟にて執り行われました。大槻理事長、新

海航一大会長などがご列席なさる中、第16回AAAD学術大会の

大会長Kim Myunjun先生の命を受けたKorean Academy of 

Esthetic Dentistry（KAED）理事長より美しい盾が授与されま

した。

　AAAD第17回学術大会は2023年にコロンボ（スリランカ）に

て開催される予定です。コンペティションの有無は未定ですが、

アジアの熱気を感じる良い機会ですので、第2の若林理事を目指

して、是非多くの先生方にご参加頂きたいと思います。

海外学会参加報告(WEB開催)



学会功労賞受賞者のご紹介

日本歯科審美学会功労賞を受賞して
ナグモ歯科クワバラクリニック　桑原　栄

　快晴の中、令和4年10月15～16日に日本歯科審美学会第33

回学術大会がりゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館で開催されまし

た。16日の会務報告会、表彰式の中で日本歯科大学の奈良陽一

郎先生と共に学会功労賞を受賞し、大変光栄に存じます。ご推薦

頂きました先生方、大槻理事長はじめ選考委員の先生方に厚く御

礼申し上げます。

　現在、顧問として参加しておりますが、1989年の第2回研究

会から参加し、当時の『審美歯科』という初めて聞くフレーズに

新鮮さを感じた記憶があります。

　当時、大阪大学教授の丸山剛郎先生のご指導を受け、元副会長

のナグモ歯科赤坂クリニックの佐藤孝先生とご一緒にスタッフと

共にフィレンツェでの国際歯科審美学会、ロサンジェルスでのア

メリカ歯科審美学会、ソウルでのアジア歯科審美学会への参加な

ど、一開業医が大学の先生方と共に参加するなど、とても充実し

た楽しい思い出があります。学会活動では佐藤孝先生が企画され

たホワイニングトコーディネーター委員会と当時セミナー委員会

委員長を拝命し、大学からは若かりし大槻理事長など多くの先生

方の応援にてご一緒に臨床セミナーを企画運営し、歯科臨床で高

名な故筒井昌秀先生、山崎長郎先生、内藤正綌先生などにご講演
いただき多くの参加者により大好評を得ました。臨床での審美歯

科のイメージの確立に貢献できたと自負しております。

　臨床における審美歯科治療は各々の歯科治療でのゴールであ

り、患者さんの生活、人生にかかわり、口元からくる若さ、美し

さに大いに貢献している専門的医療でもあり、最近の『セルフホ

ワイトニング』という安直な営業に塗れたエステとの大きな違い

を世の中に、本会が『PRIDE』を持って社会にアピールし、発

展していただきたいと思います。



学会功労賞受賞者のご紹介

学会功労賞を賜って
日本歯科大学生命歯学部  接着歯科学講座　奈良陽一郎

　本会の新海航一・常任理事が大会
長を担われた第33回学術大会2日目
の会務報告会・表彰式において、光
栄にも学会功労賞を賜りました。
　表彰制度施行細則の選考基準を紐
解いてみますと、学会功労賞につい
ては「本会における各種活動により
本会の発展に功績があったと認めら
れる者」とあります。したがいまし
て、この度の表彰は周知のとおり私
個人のみでは不適応であり、会員と

して過ごした三十余年間の時の流れの中で、私を導き支えてくだ
さった多くの方々との共同受賞に他ありません。
　委員会活動の初体験は、同じ学舎の師であり先輩でもある加藤
喜郎先生（名誉会員）が声掛けしてくださった編集委員であり、
その後、セミナー委員・会則検討委員・表彰委員・学術関連部門
長 等を経験させていただきました。これらの日々は、正に岩久
正明、三浦廣行、佐藤博信、松村英雄、長岡英一先生はじめ、有
田博一、宮﨑隆、末瀬一彦、武井典子、桑原栄、佐藤孝、福島正
義先生が傍に居てくださったことで、多くを学ぶことができまし
た。また、田上順次先生が2期目の会長を担われた折には財務を
仰せつかり、桑田正博、新谷英章、平井敏博、寺田善博監事（名
誉会員）による的確なご指導を受けながら3期6年の間、本会の
お財布を預りました。同時にこの期間は、久光久、佐藤亨、千田
彰会長に寄り添っていただいたことで、どうにかお役目を果たす
ことが叶ったと申せましょう。併せて、宮内修平第10代会長・
初代理事長からは学会の取り纏め役としてのご指南を頂戴し、
2017年から2年間の任期にて理事長を拝命しました。この重責
は、歯科医師領域から藤澤政紀、日野年澄先生、歯科技工士領域
から齊木好太郎先生、歯科衛生士領域から山羽京子先生に副理事
長として参画いただき、さらに本会が誇る切れ者・大槻昌幸先生
（現理事長）には総務を担っていただいたことで、どうにか務め
あげることができました。加えて、越智守生、中村隆志、若林一
道、脇智典、石川功和、中村暎子、山本一世、吉山昌宏、冨士谷
盛興、宮崎真至、真鍋厚史、星野睦代、石川明子、橋場千織、大
森かをる、山口麻衣、椿知之先生にはどれ程、お世話になったこ
とでしょう。
　私が巡り逢えた方々含め、日本歯科審美学会は素晴らしい人材
に恵まれた学際組織です。これからも、患者国民・会員の求めと
期待に応える学会として発展されますよう期待します。本当に、
ありがとうございました。



優秀発表賞受賞者のご紹介

デンツプライシロナ賞を受賞して
大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座　糸田理沙

　日本歯科審美学会第32回学術大会

においてデンツプライシロナ賞に選

出頂きましたことを大変嬉しく、光

栄に存じます。本発表を評価し、選

考してくださいました先生方に感謝

申し上げます。

　選考して頂いた発表は「笑顔の強

度が顔における注視停留時間に及ぼ

す影響」です。本発表以前の先行研

究にて、真顔、微笑顔および笑顔の顔画像から受ける印象を調

査しました。その結果、歯の露出のない真顔や微笑顔と比較し

て、歯の露出した笑顔においてポジティブな印象が得られるこ

とを報告しました。しかし、顔画像のどの部位を見てポジティ

ブな印象が得られたのかは明らかではありませんでした。そこ

で本研究では、強度の異なる笑顔のどこを見てポジティブな印

象を得たのかをアイトラッカーを用いて明らかにすることとし

ました。結果として、男性および女性の顔画像いずれにおいて

も、目および鼻での笑顔の強度による注視停留時間に大きな変

化は認められませんでした。一方、口において歯の露出のある

笑顔で注視停留時間が有意に長くなりました。これらのことか

ら、歯の露出のある笑顔の口元からポジティブな印象を受ける

ことが明らかとなりました。

　口元は、顔の中でも動きが大きく、言葉、表情、感情を伝える

うえで大きな役割を担っています。また、私たちが日々向き合う

歯も口元の大切な一部です。患者様の口腔の健康保持を努めるこ

とが歯科医師の仕事ですが、本研究を通して、顔の印象も担う仕

事であるということを痛感しました。今後も研究活動や学会活動

を通して、審美歯科に関連する知見を深め、患者様の口腔機能回

復だけでなく、審美的満足にも応えられるよう日々精進していく

所存です。

　末筆ですが、本研究に関わってくださいました全ての方に心よ

り感謝申し上げます。



優秀発表賞受賞者のご紹介

スタートアップ発表賞を受賞して
大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座（大学院3年生）　篠﨑百合絵

　この度、日本歯科審美学会第32回

学術大会で発表いたしました「頭位

の違いが女性におけるスマイル時の

上顎前歯部の露出度に及ぼす影響」

に対して、スタートアップ発表賞と

いう大変名誉な賞を賜り、誠に光栄

に思います。本発表を高く評価して

くださいました先生方、並びに学会

関係者の皆様にこの場をお借りして

深く御礼申し上げます。

　本研究は、審美的な歯科治療を行う上で、一貫した頭位で審美

性の分析・評価する必要があるのではないだろうか、という疑問

から始まりました。今回、フェイススキャナーと口腔内スキャナ

ーによって得られた顔貌と歯列の3次元データを用いてフランク

フルト平面とCamper平面を水平基準面とした頭位および自然頭

位における女性のスマイル時の上顎前歯部の露出度を比較しまし

た。その結果、頭位の違いによって上顎前歯部の露出度は異なる

ことが明らかとなりました。これは頭位によって歯の見え方が異

なることを意味し、上顎前歯部の審美的な歯科治療の分析・評価

する際には、頭位を規定する必要性があると考えられます。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、新潟県で開催された日本

歯科審美学会第33回学術大会が私にとって初めての現地参加と

なりました。Web開催とは異なり、多くの先生たちの素晴らし

い知識、臨床技法を対面で享受することができ感銘を受けまし

た。今後もより良好な歯科審美学を追求していくとともに、日常

臨床に有益となる研究をできるよう精進したいと思います。

　最後に、研究に参加していただいた被験者の皆様、研究を指導

して頂いた柏木宏介教授および鳥井克典講師をはじめとする大阪

歯科大学有歯補綴咬合学講座の皆様に感謝申し上げます。









賛 助 会 員 一 覧

Ivoclar Vivadent株式会社
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷1-28-24 

Tel: 03-6801-1301
https://www.ivoclar.com/ja_jp

相田化学工業株式会社
〒１８３-００２６ 東京都府中市南町6-31-2

Tel: 042-366-1201
http://www.aida-j.jp

グラクソ・スミスクライン・コンシューマー・ヘルスケア・ジャパン株式会社
〒１０７-００５２ 東京都港区赤坂1-8-1 
赤坂インターシティAIR
Ｔel: 03-4231-5108
http://glaxosmithkline.co.jp/gsk-chj/

医歯薬出版株式会社
〒１１３-８６１２ 東京都文京区本駒込1-7-10

Ｔel: 03-5395-7630
http://www.ishiyaku.co.jp

ULTRADENT JAPAN株式会社
〒１５１-００６１ 東京都渋谷区初台1-34-14
初台TNビル3F
Ｔel: 03-5365-1760
https://www.ultradent.jp/

クインテッセンス出版株式会社
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷3-2-6
クイントハウスビル
Ｔel: 03-5842-2270
https://www.quint-j.co.jp

株式会社松風
〒６０５-０９８３ 京都市東山区福稲上高松町11

Ｔel: 075-561-1112
http://www.shofu.co.jp/

スリーエム ジャパン株式会社 
〒１４１-８６８４ 東京都品川区北品川6-7-29

Ｔel（コールセンター）: 0120-332329
http://www.3mcompany.jp/dental/ 

石福金属興業株式会社
〒１０１-００４７ 東京都千代田区内神田3-20-7

Tel: 03-3252-8471
http://www.ishifuku.co.jp

サンメディカル株式会社
〒５２４-００４４ 滋賀県守山市古高町571-2

Tel: 077-582-9981
http://www.sunmedical.co.jp

株式会社ジーシー
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷3-2-14
Tel（カスタマーサービスセンター・お客様窓口）：
0120-416480
https://www.gcdental.co.jp/

クラレノリタケデンタル株式会社
〒１００-０００４ 東京都千代田区大手町2-6-4 
常磐橋タワー 
Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-330922
https://www.kuraraynoritake.jp



ホワイトエッセンス株式会社
〒１５０-０００２ 東京都渋谷区渋谷3-12-18
渋谷南東急ビル11Ｆ
Tel: 03-6434-1330
https://www.whiteessence.co.jp/

株式会社メディカルネット
〒１５１-００７２ 東京都渋谷区幡ヶ谷1-34-14 
宝ビル 3階
Tel: 03-5790-5263
https://www.dentwave.com/

ペントロン ジャパン株式会社
〒１４０-００１４ 東京都品川区大井4-13-17-5F・6F

Tel: 03-5746-0316
https://www.j-pentron.com/

株式会社モモセ歯科商会　
〒５４３-００５４ 大阪市天王寺区南河堀町6-35

Tel: 06-6773-3333
http://www.momose-dm.co.jp

株式会社モリムラ
〒１１０-０００５ 東京都台東区上野3-17-10

Tel: 03-5808-9350
http://www.morimura-jpn.co.jp/

株式会社ヨシダ
〒１１０-８５０７ 東京都台東区上野7-6-9

Tel（コンタクトセンター）: 0120-178-148
http://www.yoshida-dental.co.jp

株式会社モリタ
〒５６４-８６５０ 大阪府吹田市垂水町3-33-18

Tel: 06-6380-2525
http://www.dental-plaza.com

株式会社トクヤマデンタル
〒１１０-００１６ 東京都台東区台東1-38-9
イトーピア清洲橋通ビル7F
Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-54-1182
https://www.tokuyama-dental.co.jp

デンツプライシロナ株式会社
〒１０４-００６１ 東京都中央区銀座8-21-1 
住友不動産汐留浜離宮ビル5階
Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-789123
https://www.dentsplysirona.com

株式会社東京技研
〒１５８-００８７ 東京都世田谷区玉堤1-25-13

Ｔel: 03-3703-5581
http://www.tokyogiken.com/

株式会社茂久田商会
〒６５０-００４７ 神戸市中央区港島南町4-7-5

E-mail: info@mokuda.co.jp
http://www.mokuda.co.jp/
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